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菊
舎
は
江
戸
時
代
で

最
も
旅
し
た
女
性
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
は
松
島
か
ら
南

は
阿
蘇
や
長
崎
ま
で
、
40
年
余
り
に
わ

た
る
旅
の
中
で
、
菊
舎
は
そ
の
土
地
の

風
土
や
人
々
と
の
交
友
を
俳
画
の
か
た

ち
で
表
現
し
て
い
き
ま
す
。

美
術
館
で
は
各
地
で
制
作
さ
れ
た
約
60

点
を
展
示
し
ま
す
。

旅
に
明
け
暮
れ
る
菊

舎
の
支
え
と
な
っ
た

の
が
、両
親
を
は
じ
め

と
す
る
ふ
る
さ
と
の
人
々
の
存
在
で
す
。

ま
た
、
晩
年
の
菊
舎
は
、
家
族
の
住
む
長

府
に
落
ち
着
い
て
創
作
に
励
み
ま
し
た
。

歴
史
博
物
館
で
は
、
ふ
る
さ
と
と
の
つ

な
が
り
を
中
心
に
菊
舎
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
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　　美術館 担当学芸員 関根佳織歴史博物館 担当学芸員 松田和也

旅
と
友
を
愛
し
た
ひ
と

―
旅
編
・
ふ
る
さ
と
編
―

「月花に」句自画賛　弾琴図　美術館展示
宝暦3年（1753）―文政9年（1826）

背景  左：「磨く晴や」句 自画賛 干満二島図  右：「かほり流す」句  自画賛 鳥居と菊図  ※資料はすべて個人蔵

美術館

歴史博物館

（月）

（金）

（日）

　
街
道
や
宿
場
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
旅
を
楽
し
ん
だ
江
戸
時
代
。
そ
の

中
で
も
ひ
と
き
わ
輝
き
を
放
つ
の
が
、
田
上
菊
舎
で
す
。

　
菊
舎
は
、
現
在
の
下
関
市
豊
北
町
田た

耕す
き

の
出
身
。
若
く
し
て
夫
を
亡
く
す
と
、

風
雅
の
道
に
生
き
る
こ
と
を
決
意
し
、
俳
諧
修
行
の
旅
に
出
ま
す
。
全
国
各
地
の

文
人
た
ち
と
交
流
す
る
中
で
、
菊
舎
は
、
俳
諧
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
を
身

に
付
け
、
数
多
く
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
諸
芸
を
磨
き
つ
つ
菊
舎
が
旅
し
た
距

離
は
、
２
万
２
０
０
０
キロ
に
及
ぶ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
晩
年
の
菊
舎
は
、
家
族
が

住
む
長
府
に
落
ち
着
き
、
亡
く
な
る
ま
で
創
作
活
動
に
励
み
ま
し
た
。

　
美
術
館
と
歴
史
博
物
館
の
共
同
で
開
催
す
る
本
企
画
展
で
は
、
市
内
の
個
人
所

蔵
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
旅
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
探
究
心
の
赴
く
ま
ま

に
学
び
続
け
た
菊
舎
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
美
術
館
と
歴
史
博
物
館
で
田
上
菊
舎

の
企
画
展
が
同
時
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
に
菊
舎
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
あ
り
ま
す

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
菊
舎
が
生
誕
し
た
豊
北
町
田
耕（
当
時
の
長
門
国
）

は
、
俳
諧
が
盛
ん
で
、
文
学
が
醸
し
出
さ
れ
る
土
壌

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
環
境
の
中
で
菊
舎
は
、
教

養
を
身
に
付
け
、
命
の
は
か
な
さ
を
知
り
、
自
身
の

命
を
見
つ
め
る
…
そ
う
い
う
深
い
心
と
目
を
も
っ
て
、

次
第
に
文
化
的
な
才
能
を
開
花
さ
せ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
に
、
企
画
展
を
巡
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、

下
関
に
ゆ
か
り
の
あ
る
菊
舎
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

岡  昌子 さん
1997年、田上菊舎の文台を
継承し、一字庵11世となる。
現在、菊舎顕彰会顧問を勤
め、研究・出版・俳句普及
など田上菊舎顕彰のための
活動に携わっている。▲菊舎研究会（編著）

市内の小・中学校や
図書館などに無料配
布しています。
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美術館展示

「しらべ清し」句自画賛　松と鼓図
歴史博物館展示

「錦着るや」句書 歴史博物館展示

飲中八仙戯画
美術館展示

【歴史博物館　☎241-1080】
■開館時間 : 9時30分～17時　※入館は16時30分まで
■休 館 日 : 月曜日（7月15日は開館し、翌日16日は休館）
■観 覧 料 : 一般210円、大学生等100円

【美術館　☎245-4131】 
■開館時間 : 9時30分～17時　※入館は16時30分まで
■休 館 日 : 月曜日（7月15日は開館）
■観 覧 料 : 一般500円、大学生400円

「菊舎・東海道五十余駅画賛今昔」

■   生誕地田耕へ

■   杜甫「飲中八仙」のオマージュ作品

菊舎顕彰会主催

期6月7日～16日 9時～16時30分
※初日は13時から、最終日は15
時まで
所長府庭園
内「菊舎・東海道五十余駅画賛」と
画賛の場所のスナップ写真を並べ
て展示。旧東海道の雰囲気を色濃
く残す宿場がある一方、すっかり様
変わりしてしまった場所もあります。
その変わりざまをご覧ください。
料入園料　※観覧は無料

■   東海道五十三次をゆく

企画展関連講座
①菊舎入門
日6月19・23日 10時30分～11時30分
師松田和也（学芸員）　定各35人（要予約）
内田上菊舎の生涯を紹介します。
②菊舎が生きた時代
日7月3・7日 10時30分～11時30分
師関根佳織（学芸員）　定各35人（要予約）
内田上菊舎と同時代の絵師の作品を紹介します。

共所歴史博物館　共料300円（資料代）　共申6月
7日（金）9時30分から、直接か電話で歴史博物館へ。

主催：美術館・歴史博物館 　協力：菊舎顕彰会

関 連 催 事

同 時 開 催

■   晩年でも衰えない好奇心

ギャラリートーク
日所6月12・15日　※要観覧料
▷歴史博物館＝10時30分～11時10分　
▷美術館＝13時30分～14時10分

俳句相撲選手権　美術館場所
日6月30日（日）13時～16時　所美術館
内市内の小学4年生～6年生から募集した俳句のうち、
菊舎顕彰会での予選を通過した24作品で俳句相撲を行
います。
相撲の勝敗は、会場にお越しいただいた観覧者が上げ
たうちわの数で決します。ぜひご来場ください。
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